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徳島東部３期地区

勝浦郡勝浦町

徳島農林事務所

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

Ｒ８徳耕　広域　徳島東部３期
７の２号橋梁耐震工事

当初設計図面

耐震補強橋梁一般図
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耐震補強橋梁一般図 S=1:200
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注) 桁長、支間はG2桁上を示す。
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適用示方書

補強設計
　沓座拡幅：A1

　落橋防止構造(ゴム被覆チェーン)：P1,P2,A2

落橋防止システム

　kh=0.18

σca=7.7N/mm2

σca=7N/mm2

　河川

　11.200m(G2桁)

　7.370m～7.950m

　6.170m～5.750m

　昭和55年　道路橋示方書・同解説

　単純支持活荷重合成H桁橋

　A1:重力式橋台(直接基礎)

　35.000m

　40km/h

　第3種第4級

　SMA490

　1992年

　(大型車)500台未満/1日1方向

　鉄筋コンクリート床版,t=190mm

鉄筋(SD295A)

σsa=160N/mm2

橋台

橋脚

　A2:逆T式橋台(直接基礎)

　張出し式橋脚(直接基礎)

上部工断面図 S=1:50
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落橋防止
システム

　平成24年　道路橋示方書・同解説

供用開始年月

活荷重,等級

上部工形式

橋長

支間長

全幅員

有効幅員

設計水平震度

上部工

下部工

σsa=140N/mm2

交差物件

許容応力度

下部工形式

橋梁諸元

適用示方書

　TL-14(2等橋)

設計速度

道路区分

主桁材質

計画交通量

床版

コンクリート

コンクリート

鉄筋(SD295A)
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落橋防止構造配置図(その1)
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徳島東部３期地区

勝浦郡勝浦町

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

 1.製作、施工は、現場実測確認の上、必要に応じて
注記)

寸法等を調整すること。

平面図 側面図

正面図

A-A
P1橋脚(起点側)

正面図

B-B
P1橋脚(終点側)

G3G2G1

P1

A
1
側

P
2側

ブロック型ゴム被覆チェーン

150kN(5リンク) 4基

A A

B B

G3G2G1

G3G2G1

ブロック型ゴム被覆チェーン

150kN(5リンク) 4基

G2:2454 (主桁線方向寸法)  G3:2455 (主桁線方向寸法)

P1

A1側 P2側

ブロック型ゴム被覆チェーン

150kN(5リンク) 4基

G3 G2 G1

ブロック型ゴム被覆チェーン

150kN(5リンク) 4基

落橋防止構造配置図(その1) S=1:30

P1橋脚

徳島農林事務所

７の２号橋梁耐震工事

当初設計図面
Ｒ８徳耕　広域　徳島東部３期
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落橋防止構造配置図(その2)
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徳島東部３期地区

勝浦郡勝浦町

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

 1.製作、施工は、現場実測確認の上、必要に応じて
注記)

寸法等を調整すること。

平面図 側面図

正面図

A-A
P2橋脚(起点側)

正面図

B-B
P2橋脚(終点側)

P
2

P
1
側

A
2
側

A

B

A

B

G3G2G1

ブロック型ゴム被覆チェーン

150kN(5リンク) 4基

G3G2G1 G3:2455 (主桁線方向寸法) G3:2454 (主桁線方向寸法)

P2
P1側 A2側

ブロック型ゴム被覆チェーン

150kN(5リンク) 4基

G3G2G1

ブロック型ゴム被覆チェーン

150kN(5リンク) 4基

G3 G2 G1

ブロック型ゴム被覆チェーン

150kN(5リンク) 4基

落橋防止構造配置図(その2) S=1:30

P2橋脚

徳島農林事務所

７の２号橋梁耐震工事

当初設計図面
Ｒ８徳耕　広域　徳島東部３期
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落橋防止構造配置図(その3)
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徳島東部３期地区

勝浦郡勝浦町

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

 1.製作、施工は、現場実測確認の上、必要に応じて
注記)

寸法等を調整すること。

正面図
A-A

側面図

平面図

G1 G2 G3

A A

A
2

P
2
側

ブロック型ゴム被覆チェーン

300kN (7リンクワイド) 3基

ブロック型ゴム被覆チェーン

300kN (7リンクワイド) 3基

G1 G2 G3

G2:2800 (主桁線方向寸法)

G3:2454 (主桁線方向寸法)

A2
P2側

ブロック型ゴム被覆チェーン

300kN (7リンクワイド) 3基

落橋防止構造配置図(その3) S=1:30

A2橋台

徳島農林事務所

７の２号橋梁耐震工事

当初設計図面
Ｒ８徳耕　広域　徳島東部３期
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落橋防止構造詳細図(その1)
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徳島東部３期地区

勝浦郡勝浦町

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島農林事務所

７の２号橋梁耐震工事

当初設計図面
Ｒ８徳耕　広域　徳島東部３期

ブロック型ゴム被覆チェーン
150kN 【5リンク】

*1 調整リングの溶接は全周隅肉溶接とする。

*2 端末リンクの防錆仕様はHDZT77とする。

*3 製品計算重量: 11.5 kgf

ピン詳細

4-WASHER M33 (SS400)

4-NUT M33(1種）(SS400)

2-R.B φ33×200(SCM435)

4-割ピンφ6.3×63 (SUS304)

M33 M33
M33

製作数：4組

* ピンの防錆仕様はHDZT49とする。

ブラケット詳細図

注記）

　1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

　5.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

F.P. F.P.

F.P.

 4-RIB. PL  76×22× 80

 4-TCB M22×120 (2-W付)(S10T) 

 2-BASE.PL 174×32×260

 4-TOP. PL 144×22×158

1主桁当り(製作数:4組)

(既設側φ24.5孔)

  2.部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。
    付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。
    ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

  4.ボルト孔は新設部材φ26.5孔、既設部材φ24.5
    孔とする。

  3.☆印のTCB M22(S10T)は、メッキ塗装とする。

☆

落橋防止構造詳細図(その1) S=1:5

P1橋脚
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落橋防止構造詳細図(その2)
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徳島東部３期地区

勝浦郡勝浦町

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島農林事務所

７の２号橋梁耐震工事

当初設計図面
Ｒ８徳耕　広域　徳島東部３期

ブラケット詳細図

F.P. F.P.

F.P.

 4-RIB. PL  76×22× 80

 4-TCB M22×120 (2-W付)(S10T) 

 2-BASE.PL 174×32×260

 4-TOP. PL 144×22×158

1主桁当り(製作数:4組)

ブロック型ゴム被覆チェーン
150kN 【5リンク】

*1 調整リングの溶接は全周隅肉溶接とする。

*2 端末リンクの防錆仕様はHDZT77とする。

*3 製品計算重量: 11.5 kgf

ピン詳細

4-WASHER M33 (SS400)

4-NUT M33(1種）(SS400)

2-R.B φ33×200(SCM435)

4-割ピンφ6.3×63 (SUS304)

M33 M33
M33

製作数：4組

* ピンの防錆仕様はHDZT49とする。

(既設側φ24.5孔)

☆

注記）

　1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

　5.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

  2.部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。
    付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。
　　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

  4.ボルト孔は新設部材φ26.5孔、既設部材φ24.5
    孔とする。

  3.☆印のTCB M22(S10T)は、メッキ塗装とする。

落橋防止構造詳細図(その2) S=1:5
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落橋防止構造詳細図(その3)
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徳島東部３期地区

勝浦郡勝浦町

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

"a"部詳細図(参考)

裏当て材

*2 端末リンクの防錆仕様はHDZT77とする。

*3 製品計算重量: 39.9 kgf

*1 調整リングの溶接は全周隅肉溶接とする。

ブロック型ゴム被覆チェーン詳細図
300kN 【7リンクワイド】

ピン詳細図

4-Nut M48(1種）(SS400)

4-割ピンφ8×80 (SUS304)

4-Washer M48 (SS400)

2-R.B φ50×290(SCM435)

M48 M48M48

製作数： 3組

* ピンの防錆仕様はHDZT49とする。

下部工付ブラケット 上部工付ブラケット 主桁補強材詳細

 1-BASE.PL 330×22×340

 1-RIB. PL 117×22×100

製作数：3組 

 4-ANC D25×455 (SD345)

 4-NUT M24(1種) (SS400)

 4-NUT M24(3種) (SS400)

 4-WASHER M24   (SS400)

 1-TOP. PL 231×25×310

 1-TOP. PL 239×25×310

 1-RIB. PL  99×22×100

4-φ29孔

A A

B

B

B-B

A-A

a

F.P.

F.P.

F.P.

8-φ26.5孔

C-C

D

D

C C

15C埋め戻し

F.P. F.P.

F.P.

D-D

 1-BASE.PL 250×28×440

 4-RIB. PL  62×22×100

製作数：3組 

 8-TCB M22×110 (2-W付)(S10T)

 2-TOP. PL 278×25×410

4-φ26.5孔4-φ26.5孔

4-φ26.5孔 4-φ26.5孔

F

EE

F

E-E

15
C

"b"

埋め戻し15C 7

F.P.

F-F

 4-BASE.PL 200×22×215

 4-RIB. PL  82×22×205

製作数：3組 

 8-TCB M22×95 (S10T)

 4-BASE.PL 119×22×200

不陸調整材

樹脂パテ材(t=5mm程度)

1．特記なき鋼材の材質は全てSM400Aとする。

5．アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

2．部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

　 既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記）

   付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。
　 ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

6．施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で
   あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

4. ボルト孔は新設部材φ26.5孔、既設部材φ24.5孔と
   する。

3. ☆印のTCB M22(S10T)は、メッキ塗装とする。

☆ ☆

(既設側φ24.5孔)

(既設側φ24.5孔) (既設側φ24.5孔)

(既設側φ24.5孔)(既設側φ24.5孔)

落橋防止構造詳細図(その3) S=1:10

A2橋台

"b"部詳細

15
C

S=1:5

7

7
G

ネジ切り長

アンカーボルト詳細図 S=1:5

樹脂注入 不陸調整材

※アンカーボルトのネジ切り部は溶融亜鉛メッキとする。

徳島農林事務所

７の２号橋梁耐震工事

当初設計図面
Ｒ８徳耕　広域　徳島東部３期
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徳島東部３期地区

勝浦郡勝浦町

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

落橋防止構造詳細図(その4)

落橋防止構造詳細図(その4) S=1:30

注記) ※コンクリートの設計基準強度はσck=24N/mm2とする。
※施工に先立ち現地実測を行い形状決定を行うこと。
※既設コンクリートへの削孔の際は鉄筋探査を実施して既設鉄筋を切断しない
　ように十分注意をすること。
※現地でアンカー筋の配置位置を変更する場合、有効高が高くなる方向に
　変更すること。
※アンカー鉄筋の定着は既設橋台面より橋軸方向に15・D以上を確保すること。
※コンクリート打設後、十分な養生を行うこと。
※φの削孔径は,鉄筋径+10mm程度とする。
※落橋防止構造のアンカー筋の配置位置を変更する場合、沓座拡幅内の
　配力筋の位置を適宜調整すること。

3 - 3
(平面図)

2 - 2
(アンカー削孔位置)

(正面図)

1 - 1

拡
幅

部
既

設
橋

台

既設配筋

(アンカー筋)

アンカー筋配置

11

22

3

4

4

3

削孔 φ29x295
樹脂注入

G3 G2
G1

G3 G2
G1

S
 
1 D19

S
 
2 D19

(アンカー筋)

S
 
10 D16 S

 
10 D16

(アンカー筋)

A1橋台沓座拡幅配筋図

S
 
3 D16

S
 
5 D16S

 
6 D16

S
 
7 D16

S
 
8 D16

S
 
9 D16

S
 
4 D16

S
 
3 D16

S
 
4 D16

S
 
5 D16

S
 
6 D16 S

 
7 D16 S

 
8 D16

S1 29-D19 X 970 S2 29-D19 X 930
S10 4-D16 X 710

S3 20-D16 X 1020 S4 24-D16 X 1070 S5 18-D16 X 1130

5

5

6

6

S
 
6 2-D16 X 2750

S
 
7 2-D16 X 3670 S

 
8 2-D16 X 2190

S
 
9 6-D16 X 7270

鉄筋質量表(SD345)

種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

S  1 D19 970 29 2.25 2.18 63

S  2 D19 930 29 2.25 2.09 61

S  3 D16 1020 20 1.56 1.59 32

S  4 D16 1070 24 1.56 1.67 40

S  5 D16 1130 18 1.56 1.76 32

S  6 D16 2750 2 1.56 4.29 9

S  7 D16 3670 2 1.56 5.73 11

S  8 D16 2190 2 1.56 3.42 7

S  9 D16 7270 6 1.56 11.34 68

S 10 D16 710 4 1.56 1.11 4

327

合　計 D19 124 kg

D16 203 kg

総質量 327 kg

拡幅部既設橋台

(アンカー筋)

(アンカー筋)

1
:
0
.
3

4 - 4 ( 5 - 5 ) < 6 - 6 >
(断面図) S=1:20

S
 
9 D16

S
 
6 D16

S
 
1 D19
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( )

< >
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<
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>
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2
0
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2
6
0
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(
2
0
7
)

<
2
6
7
>
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6
5
0
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<
7
1
0
>

注) ( )内は5-5断面、< >内は6-6断面の鉄筋と寸法を示す。

「本図面は新JISA0 101( 201 2)に基づき作成した図面である」(外形寸法)

かぶり詳細図 S=1:10

1
:
0
.
3

φ
2
9

φ
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9

(15・D)

 (t=20mm)

削孔 φ29x295
樹脂注入

拡幅部既設橋脚

(
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7
)

<
2
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7
>

注) ( )内はG2付近、< >内はG1付近の寸法を示す。
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徳島農林事務所

７の２号橋梁耐震工事

当初設計図面
Ｒ８徳耕　広域　徳島東部３期
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徳島東部３期地区

勝浦郡勝浦町

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

施工計画図
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すりつけ図
片勾配

すりつけ図
拡幅

曲線

測点

点間距離

計画高

勾配

施工計画図 S=1:200

DL=245.000

250.000

260.000

270.000
注) 桁長、支間はG2桁上を示す。
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落橋防止システム

・落橋防止構造の施工に先立ち、足場を設置する。

・設置後、施工機械の吊下しを行う。

  ※吊足場設置・撤去時および資材吊り時は片側交互通行とする。

・吊足場設置完了後、現寸調査及び鉄筋探査を行う。

・コンクリート削孔を行い、コンクリート削孔完了後、工場にてブラケット等の製作を行う。

・ブラケット等の搬入・取付を行う。

・全ての作業終了後、後片付けを行う。

・足場を解体し、工事完了とする。

準
備
工

1

足
場
設
置
工

2

現
寸
調
査
・
鉄
筋
探
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3 4
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後
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8
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事
完
了

足
場
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9 10

(
　

　
　

)

【施工要領】

N=4

面積a=20.54m2

面積a=35.95m2

面積a=36.36m2
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